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総
会
は
定
刻
の
13
時
30
分
に
始
ま
り
、

執
行
部
を
代
表
し
て
大
波
委
員
長
が「
安

倍
政
権
は
戦
争
へ
の
道
を
ひ
た
走
り
続

け
て
い
る
。
こ
う
し
た
状
況
下
で
、
厚

木
基
地
周
辺
の
爆
音
被
害
は
さ
ら
に
増

し
、
私
た
ち
の
生
活
環
境
は
破
壊
さ
れ

て
い
る
。
厚
木
爆
同
は
全
国
の
仲
間
と

連
帯
し
て
戦
争
法
案
に
反
対
し
、
平
和

で
静
か
な
空
を
取
り
戻
そ
う
。」
と
挨
拶

を
行
な
い
ま
し
た
。

　
続
い
て
来
賓
挨
拶
と
し
て
、
基
地
撤

去
を
め
ざ
す
県
央
共
闘
会
議
・
中
村
副

代
表
、
第
四
次
厚
木
爆
音
訴
訟
原
告
団
・

金
子
副
団
長
、
第
四
次
厚
木
爆
音
訴
訟

弁
護
団
・
中
野
団
長
・
福
田
副
団
長
、

社
民
党
神
奈
川
県
連
合
・
高
橋
副
代
表
、

神
奈
川
平
和
運
動
セ
ン
タ
ー
・
小
原
事

務
局
長
よ
り
連
帯
と
激
励
の
挨
拶
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
祝
電
披
露
に
続
い
て
、
総
会
議
長
の

指
名
が
あ
り
、
曽
我
代
議
員
（
海
老
名

支
部
）
を
全
体
の
拍
手
で
決
定
。
ま
た

総
会
事
務
局
長
、
総
会
書
記
な
ど
大
会

役
員
を
選
出
し
ま
し
た
。

　
次
に
総
会
事
務
局
よ
り
「
総
会
代
議

員
総
数
66
名
の
う
ち
、
出
席
代
議
員
・

委
任
状
は
64
名
で
総
会
構
成
人
員
を
満

た
し
て
い
る
」
と
の
資
格
審
査
報
告
が

あ
り
、
議
長
が
第
55
回
定
期
総
会
の
成

立
を
宣
言
し
ま
し
た
。

　
議
事
に
入
り
、
第
一
号
議
案
「
２
０

１
４
年
度
活
動
報
告
と
活
動
総
括
」、
第

二
号
議
案
「
２
０
１
４
年
度
一
般
会
計
・

特
別
会
計
決
算
報
告
」「
会
計
監
査
報
告
」

が
行
わ
れ
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
次
に
２
０
１
５
年
度
活
動
方
針
（
案
）

と
し
て
、①
航
空
機
爆
音
の
解
消
・
オ
ス

プ
レ
イ
飛
来
阻
止
・
厚
木
基
地
機
能
強

化
反
対
、②
集
団
的
自
衛
権
反
対
・
憲
法

改
悪
阻
止
・
特
定
秘
密
保
護
法
と
武
器

輸
出
緩
和
反
対
、③
厚
木
爆
音
訴
訟
の
支

援
強
化
、④
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
受
信
料
全
額
免

除
、⑤
地
域
宣
伝
行
動
の
充
実
、⑥
関
連

団
体
と
の
連
携
強
化
と
日
常
活
動
・
専

門
部
活
動
強
化
の
取
り
組
み
、
等
が
提

案
さ
れ
ま
し
た
。

　
活
動
方
針
（
案
）
に
対
す
る
質
疑
討

論
で
は
、
代
議
員
よ
り
「
関
係
団
体
と

の
諸
活
動
も
大
切
だ
が
、
爆
同
会
員
に

は
高
齢
者
も
多
く
、
地
元
で
の
活
動
を

ど
う
強
化
す
る
か
が
課
題
で
は
な
い
か
」

「
会
員
拡
大
と
Ｎ
Ｈ
Ｋ
受
信
料
問
題
を
市

民
に
広
げ
る
運
動
の
成
果
は
ど
う
か
」

な
ど
の
質
問
が
出
さ
れ
、
執
行
部
よ
り

「
現
状
の
活
動
に
は
不
十
分
な
点
も
あ
る

が
、
学
習
会
や
支
部
交
流
の
活
性
化
を

通
じ
、組
織
強
化
と
活
動
の
充
実
を
図
っ

て
い
く
」
と
の
答
弁
を
受
け
、
満
場
の

拍
手
で
活
動
方
針
を
決
定
し
ま
し
た
。

　
次
に
２
０
１
５
年
度
一
般
会
計
予
算

（
案
）
が
提
案
さ
れ
承
認
。
役
員
選
考
委

員
会
よ
り
２
０
１
５
・
１
６
年
度
新
役

員
の
提
案
が
あ
り
、
全
体
の
拍
手
で
決

定
し
ま
し
た
。
新
役
員
・
退
任
役
員
の

紹
介
と
功
労
者
表
彰
が
行
わ
れ
、
最
後

に
「
爆
音
の
な
い
静
か
な
空
を
取
り
も

ど
す
た
め
、
市
民
と
連
帯
し
力
を
合
わ

せ
て
頑
張
ろ
う
」
と
の
総
会
宣
言
を
決

議
し
、
大
波
委
員
長
の
音
頭
で
力
強
く

〝
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
〞
を
三
唱
し
て
、

総
会
は
成
功
裡
に
終
了
し
ま
し
た
。

　
安
倍
内
閣
は
戦
争
へ
の
道
を
ひ
た
走
り
続

け
て
い
ま
す
。
ま
た
、
厚
木
基
地
周
辺
の
生

活
環
境
は
酷
い
と
言
う
一
言
に
尽
き
ま
す
。

米
空
母
艦
載
機
の
爆
音
は
私
た
ち
の
生
活
環

境
を
破
壊
し
続
け
て
い
る
か
ら
で
す
。

　
こ
の
間
の
爆
音
に
よ
る
被
害
は
、
第
四
次

厚
木
爆
音
訴
訟
の
審
理
の
中
で
の
原
告
証
人

尋
問
で
陳
述
し
た
前
京
都
大
学
の
松
井
教
授

の
証
言
で
科
学
的
に
立
証
し
ま
し
た
。
そ
の

被
害
の
大
き
さ
は
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所

の
事
故
に
匹
敵
す
る
大
き
さ
だ
と
証
言
し
て

い
ま
す
。
私
た
ち
の
健
康
が
確
実
に
蝕
ま
れ

て
い
ま
す
。

　
さ
て
、
今
国
会
で
論
議
し
て
い
る
集
団
的

自
衛
権
行
使
に
関
す
る
11
の
戦
争
法
案
。
こ

の
法
案
が
成
立
す
る
と
生
活
環
境
の
悪
化
が

避
け
ら
れ
な
い
状
況
に
な
り
ま
す
。

　
厚
木
基
地
が
更
に
強
化
拡
大
さ
れ
る
か
ら

で
す
。
夜
間
離
着
陸
訓
練
が
硫
黄
島
で
は
な

く
、
こ
の
厚
木
で
行
わ
れ
る
可
能
性
も
否
定

で
き
な
く
な
る
か
ら
で
す
。
爆
音
で
日
常
生

活
が
寸
断
さ
れ
精
神
と
身
体
に
大
き
な
損
傷

を
負
う
こ
と
に
な
る
可
能
性
が
大
き
く
な
り

ま
す
。
更
に
は
墜
落
の
危
険
が
増
大
し
ま
す
。

　
集
団
的
自
衛
権
が
行
使
さ
れ
た
時
の
戦
争

は
、
ア
メ
リ
カ
が
起
こ
し
た
戦
争
に
代
表
さ

れ
、
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
・
湾
岸
戦
争
・
ア
フ
ガ

ニ
ス
タ
ン
戦
争
・
イ
ラ
ク
戦
争
と
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
日
本
が
侵
略
さ
れ
な
い

の
に
、
そ
の
よ
う
な
戦
争
に
巻
き
込
ま
れ
る

可
能
性
が
著
し
く
高
く
な
り
ま
す
。
絶
対
に

許
し
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　
厚
木
爆
同
は
神
奈
川
及
び
全
国
の
平
和
団

体
と
一
層
連
帯
を
深
め
、
団
結
を
強
め
、
組

織
を
強
化
拡
大
し
て
存
在
感
を
増
し
、
爆
同

の
要
求
を
実
現
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

　
例
年
は
梅
雨
入
り
し
て
い
る
沖
縄
で
あ
る

が
、
３
日
間
と
も
強
い
日
射
し
の
中
で
お
こ

な
わ
れ
た
。

　
５
月
14
日
（
木
）、
第
四
次
厚
木
爆
音
訴

訟
結
審
お
よ
び
報
告
集
会
後
、
四
次
訴
訟
団

の
高
久
保
氏
と
沖
縄
・
那
覇
空
港
へ
向
か
う
。

　
５
月
15
日
（
金
）、
瀬
嵩
の
浜
で
の
平
和

行
進
出
発
式
の
会
場
か
ら
、
大
浦
湾
岸
を

通
っ
て
キ
ャ
ン
プ
・
シ
ュ
ワ
ブ
へ
向
か
う
。

昼
食
後
、
ゲ
ー
ト
前
で
「
埋
め
立
て
阻
止
！

座
り
込
み
行
動
」
に
参
加
。

　
５
月
16
日
（
土
）、 

宜
野
湾
市
役
所
か
ら
平

和
行
進
は
出
発
。
神
奈
川
の
仲
間
は
北
ウ
イ

ン
グ
で
普
天
間
基
地
を
取
り
囲
む
よ
う
に
宜

野
湾
市
海
浜
公
園
屋
外
劇
場
ま
で
行
進
。「
集

約
集
会
」
に
は
２
千
６
百
人
が
参
加
。
そ
の

後
、
神
奈
川
平
和
運
動
セ
ン
タ
ー
は
、
独
自

行
動
と
し
世
界
一
危
険
な
普
天
間
基
地
が
一

望
で
き
る
嘉
数
台
公
園
で
、
次
に
米
軍
の
ア

ジ
ア
・
太
平
洋
で
最
大
の
嘉
手
納
基
地
が
見

え
る
「
道
の
駅
」
屋
上
か
ら
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー

ク
を
お
こ
な
う
。

　
５
月
17
日
（
日
）、「
辺
野
古
へ
の
新
基
地

建
設
に
反
対
す
る
県
民
大
会
」
に
参
加
。「
辺

野
古
Ｎ
Ｏ
」「
屈
し
な
い
」
の
プ
ラ
カ
ー
ド

を
掲
げ
、
沖
縄
セ
ル
ラ
ー
ス
タ
ジ
ア
ム
は
外

野
席
も
含
め
て
満
席
状
態
。
翁
長
雄
志
知
事

の
挨
拶
は
感
動
的
で
、
ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ
オ

ベ
ー
シ
ョ
ン
（
全
員
総
立
ち
）
で
賛
意
を
送
っ

た
。
３
万
５
千
人
が
参
加
。
終
了
後
、
那
覇

空
港
か
ら
帰
路
に
つ
く
。

　
　
　
　
　（
座
間
支
部
・
中
野
渡
　
強
志
）

　
厚
木
爆
同
第
55
回
定
期
代
議
員
総
会
を
５
月
23
日
、
大
和
市
生
涯
学

習
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
ま
し
た
。
総
会
で
は
一
年
間
の
総
括
と
活
動
方

針
を
決
定
。
安
倍
政
権
の
「
戦
争
法
案
」
に
反
対
す
る
と
と
も
に
、
第

四
次
厚
木
爆
音
訴
訟
に
勝
利
し
、
平
和
で
静
か
な
生
活
環
境
を
取
り
も

ど
す
た
め
、
ね
ば
り
強
く
闘
い
続
け
る
こ
と
を
誓
い
合
い
ま
し
た
。

　
厚
木
基
地
爆
音
防
止
期
成
同
盟
役
員

と
し
て
、
多
年
に
わ
た
り
献
身
的
に
活

動
し
厚
木
基
地
の
爆
音
被
害
解
消
と
平

和
運
動
の
強
化
発
展
に
努
め
ら
れ
、
今

総
会
を
も
っ
て
退
任
さ
れ
る
中
川
・
平

岡
・
村
田
・
石
塚
各
氏
の
功
績
を
讃
え
、

功
労
者
表
彰
規
定
に
基
づ
き
記
念
品
を

贈
呈
す
る
と
と
も
に
、
表
彰
を
行
い
ま

し
た
。
長
い
間
、
本
当
に
ご
苦
労
様
で

し
た
。

○
中
川

　敦
至

　氏
（
大
和
中
支
部
）

　
１
９
７
８
年
〜
２
０
１
４
年
（
37
年
）

○
平
岡

　幸
雄

　氏
（
海
老
名
支
部
）

　
１
９
８
６
年
〜
２
０
１
４
年
（
29
年
）

○
村
田

　信
之

　氏
（
大
和
中
支
部
）

　
１
９
８
６
年
〜
２
０
１
４
年
（
29
年
）

○
石
塚

　長
作

　氏
（
大
和
中
支
部
）

　
１
９
９
３
年
〜
２
０
１
４
年
（
22
年
）

（新）

（新）

（兼務）

（兼務）

（新）

（新）

《2015～2016 年度》

第四次厚木爆音訴訟
原告団団長

第四次厚木爆音訴訟
原告団事務局長

役　職

委員長

副委員長

〃

書記長

書記次長

〃

〃

総務部長

組織部長

情宣部長

調査部長

会計（一般）

会計（特別）

特別執行委員

〃

会計監査

〃

顧問

〃

〃

   氏　　名

大 波 修 二

高 久 　 　 保

藤 原 康 夫

荻 窪 幸 一

石郷岡　忠男

矢 澤 洋 二

小 林 正 幸

荻 窪 幸 一

矢 澤 洋 二

斉 藤 昌 民

谷 沢 和 夫

小 野 抗 夫

小 野 清 輝

藤 田 栄 治

相 澤 義 昭

山 口 繁 美

川 村 政 枝

浜 崎 重 信

真 屋 　 求

新 倉 市 造

所属支部

大和北2支部

座間支部

大和北2支部

大和北1支部

綾瀬支部

大和南1支部

大和北1支部

海老名支部

町田支部

大和北1支部

大和北2支部

大和北2支部

綾瀬支部

大和北1支部

大和中支部

綾瀬支部

爆
音
訴
訟
勝
利
を
誓
う
総
会

爆
音
訴
訟
勝
利
を
誓
う
総
会

〝
安
倍
政
権
の
戦
争
法
案
に
反
対
〞

〝
安
倍
政
権
の
戦
争
法
案
に
反
対
〞

―

組
織
の
高
齢
化
も
課
題
に―

―

組
織
の
高
齢
化
も
課
題
に―

沖
縄
は
暑
く
県
民
の
心
も
熱
か
っ
た

＝
激
し
さ
増
す
爆
音
被
害
＝

＝
組
織
と
活
動
の
活
性
化
＝

― 爆 同 功 労 者 表 彰 ―

功
労
者
表
彰
受
賞
者

　
こ
の
原
稿
を
下
書
き
し
て
い
る
こ
の
日

も
、
朝
か
ら
も
の
す
ご
い
爆
音
を
た
て
、

二
機
、
三
機
と
上
空
を
飛
び
去
っ
て
行
く
。

空
を
飛
ぶ
物
体
は
爆
音
だ
け
で
な
い
さ
ま

ざ
ま
な
危
険
性
を
秘
め
て
い
る
。
今
も
ハ

ワ
イ
で
オ
ス
プ
レ
イ
が
着
陸
に
失
敗
し
て
、

死
亡
者
発
生
が
テ
レ
ビ
に
放
映
さ
れ
た
が
、

横
田
基
地
に
は
配
備
が
実
施
さ
れ
そ
う
だ
。

　
安
倍
総
理
は
集
団
的
自
衛
権
に
し
て
も
基

地
問
題
で
も
、「
絶
対
に
心
配
は
な
い
」
と

い
う
が
、
絶
対
と
い
う
こ
と
が
わ
か
っ
て
い

る
の
か
。
一
寸
先
は
何
が
起
き
る
か
わ
か
ら

な
い
の
が
世
の
常
で
あ
る
言
葉
の
知
見
を
広

め
て
も
ら
い
た
い
も
の
だ
。
こ
の
よ
う
な
無

謀
な
計
画
を
許
さ
な
い
た
め
に
も
我
々
の
行

く
道
を
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
民
が
喜
ば
ぬ
国
政
は
滅
び
る
の
格
言
を
も

と
に
、
新
会
員
拡
大
と
無
関
心
者
に
目
を

向
け
て
も
ら
う
運
動
が
必
要
だ
。
そ
れ
に

は
本
部
役
員
、
地
区
リ
ー
ダ
ー
役
員
の
責

務
は
大
き
い
。
リ
ー
ダ
ー
は
全
て
に
優
れ

て
い
れ
ば
申
し
分
な
い
が
、
そ
れ
は
む
ず

か
し
い
。
一
番
大
切
な
こ
と
は
、
だ
れ
に

も
負
け
な
い
熱
意
で
は
な
い
か
。
リ
ー

ダ
ー
に
そ
の
情
熱
さ
え
あ
れ
ば
、
会
員
達

は
そ
の
熱
意
に
共
鳴
し
て
知
恵
あ
る
者
は

知
恵
を
、
知
識
あ
る
者
は
知
識
を
、
才
覚

あ
る
者
は
才
覚
を
発
揮
し
目
的
達
成
に
惜

し
み
な
い
力
を
出
し
て
く
れ
る
で
あ
ろ

う
。

支
部
か
ら

こ
ん
に
ち
は
！

支
部
か
ら

こ
ん
に
ち
は
！

大
和
南
２
支
部
上
杉 

和
夫

「
行
く
道
」を
定
め
る

「
行
く
道
」を
定
め
る

長年の献身的な活動を讃え長年の献身的な活動を讃え

厚木爆同本部役員厚木爆同本部役員

―
５
・
1
5
沖
縄
平
和
行
進
報
告
―

基
地
強
化
に
つ
な
が
る「
戦
争
法
案
」

厚
木
爆
同
委
員
長
　
大
波
　
修
二

厚
木
爆
同
委
員
長
　
大
波
　
修
二

委
員
長
挨
拶
要
旨

戦争法案反対を訴える大波委員長

35,000 人が結集した「辺野古ＮＯ！」県民集会

新たな活動方針を決定し、さらなる団結を誓い合った第 55回総会

（写真左から）功労者表彰を受賞した中川氏、平岡氏、村田氏、石塚氏
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総
会
は
定
刻
の
13
時
30
分
に
始
ま
り
、

執
行
部
を
代
表
し
て
大
波
委
員
長
が「
安

倍
政
権
は
戦
争
へ
の
道
を
ひ
た
走
り
続

け
て
い
る
。
こ
う
し
た
状
況
下
で
、
厚

木
基
地
周
辺
の
爆
音
被
害
は
さ
ら
に
増

し
、
私
た
ち
の
生
活
環
境
は
破
壊
さ
れ

て
い
る
。
厚
木
爆
同
は
全
国
の
仲
間
と

連
帯
し
て
戦
争
法
案
に
反
対
し
、
平
和

で
静
か
な
空
を
取
り
戻
そ
う
。」
と
挨
拶

を
行
な
い
ま
し
た
。

　
続
い
て
来
賓
挨
拶
と
し
て
、
基
地
撤

去
を
め
ざ
す
県
央
共
闘
会
議
・
中
村
副

代
表
、
第
四
次
厚
木
爆
音
訴
訟
原
告
団
・

金
子
副
団
長
、
第
四
次
厚
木
爆
音
訴
訟

弁
護
団
・
中
野
団
長
・
福
田
副
団
長
、

社
民
党
神
奈
川
県
連
合
・
高
橋
副
代
表
、

神
奈
川
平
和
運
動
セ
ン
タ
ー
・
小
原
事

務
局
長
よ
り
連
帯
と
激
励
の
挨
拶
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
祝
電
披
露
に
続
い
て
、
総
会
議
長
の

指
名
が
あ
り
、
曽
我
代
議
員
（
海
老
名

支
部
）
を
全
体
の
拍
手
で
決
定
。
ま
た

総
会
事
務
局
長
、
総
会
書
記
な
ど
大
会

役
員
を
選
出
し
ま
し
た
。

　
次
に
総
会
事
務
局
よ
り
「
総
会
代
議

員
総
数
66
名
の
う
ち
、
出
席
代
議
員
・

委
任
状
は
64
名
で
総
会
構
成
人
員
を
満

た
し
て
い
る
」
と
の
資
格
審
査
報
告
が

あ
り
、
議
長
が
第
55
回
定
期
総
会
の
成

立
を
宣
言
し
ま
し
た
。

　
議
事
に
入
り
、
第
一
号
議
案
「
２
０

１
４
年
度
活
動
報
告
と
活
動
総
括
」、
第

二
号
議
案
「
２
０
１
４
年
度
一
般
会
計
・

特
別
会
計
決
算
報
告
」「
会
計
監
査
報
告
」

が
行
わ
れ
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
次
に
２
０
１
５
年
度
活
動
方
針
（
案
）

と
し
て
、①
航
空
機
爆
音
の
解
消
・
オ
ス

プ
レ
イ
飛
来
阻
止
・
厚
木
基
地
機
能
強

化
反
対
、②
集
団
的
自
衛
権
反
対
・
憲
法

改
悪
阻
止
・
特
定
秘
密
保
護
法
と
武
器

輸
出
緩
和
反
対
、③
厚
木
爆
音
訴
訟
の
支

援
強
化
、④
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
受
信
料
全
額
免

除
、⑤
地
域
宣
伝
行
動
の
充
実
、⑥
関
連

団
体
と
の
連
携
強
化
と
日
常
活
動
・
専

門
部
活
動
強
化
の
取
り
組
み
、
等
が
提

案
さ
れ
ま
し
た
。

　
活
動
方
針
（
案
）
に
対
す
る
質
疑
討

論
で
は
、
代
議
員
よ
り
「
関
係
団
体
と

の
諸
活
動
も
大
切
だ
が
、
爆
同
会
員
に

は
高
齢
者
も
多
く
、
地
元
で
の
活
動
を

ど
う
強
化
す
る
か
が
課
題
で
は
な
い
か
」

「
会
員
拡
大
と
Ｎ
Ｈ
Ｋ
受
信
料
問
題
を
市

民
に
広
げ
る
運
動
の
成
果
は
ど
う
か
」

な
ど
の
質
問
が
出
さ
れ
、
執
行
部
よ
り

「
現
状
の
活
動
に
は
不
十
分
な
点
も
あ
る

が
、
学
習
会
や
支
部
交
流
の
活
性
化
を

通
じ
、組
織
強
化
と
活
動
の
充
実
を
図
っ

て
い
く
」
と
の
答
弁
を
受
け
、
満
場
の

拍
手
で
活
動
方
針
を
決
定
し
ま
し
た
。

　
次
に
２
０
１
５
年
度
一
般
会
計
予
算

（
案
）
が
提
案
さ
れ
承
認
。
役
員
選
考
委

員
会
よ
り
２
０
１
５
・
１
６
年
度
新
役

員
の
提
案
が
あ
り
、
全
体
の
拍
手
で
決

定
し
ま
し
た
。
新
役
員
・
退
任
役
員
の

紹
介
と
功
労
者
表
彰
が
行
わ
れ
、
最
後

に
「
爆
音
の
な
い
静
か
な
空
を
取
り
も

ど
す
た
め
、
市
民
と
連
帯
し
力
を
合
わ

せ
て
頑
張
ろ
う
」
と
の
総
会
宣
言
を
決

議
し
、
大
波
委
員
長
の
音
頭
で
力
強
く

〝
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
〞
を
三
唱
し
て
、

総
会
は
成
功
裡
に
終
了
し
ま
し
た
。

　
安
倍
内
閣
は
戦
争
へ
の
道
を
ひ
た
走
り
続

け
て
い
ま
す
。
ま
た
、
厚
木
基
地
周
辺
の
生

活
環
境
は
酷
い
と
言
う
一
言
に
尽
き
ま
す
。

米
空
母
艦
載
機
の
爆
音
は
私
た
ち
の
生
活
環

境
を
破
壊
し
続
け
て
い
る
か
ら
で
す
。

　
こ
の
間
の
爆
音
に
よ
る
被
害
は
、
第
四
次

厚
木
爆
音
訴
訟
の
審
理
の
中
で
の
原
告
証
人

尋
問
で
陳
述
し
た
前
京
都
大
学
の
松
井
教
授

の
証
言
で
科
学
的
に
立
証
し
ま
し
た
。
そ
の

被
害
の
大
き
さ
は
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所

の
事
故
に
匹
敵
す
る
大
き
さ
だ
と
証
言
し
て

い
ま
す
。
私
た
ち
の
健
康
が
確
実
に
蝕
ま
れ

て
い
ま
す
。

　
さ
て
、
今
国
会
で
論
議
し
て
い
る
集
団
的

自
衛
権
行
使
に
関
す
る
11
の
戦
争
法
案
。
こ

の
法
案
が
成
立
す
る
と
生
活
環
境
の
悪
化
が

避
け
ら
れ
な
い
状
況
に
な
り
ま
す
。

　
厚
木
基
地
が
更
に
強
化
拡
大
さ
れ
る
か
ら

で
す
。
夜
間
離
着
陸
訓
練
が
硫
黄
島
で
は
な

く
、
こ
の
厚
木
で
行
わ
れ
る
可
能
性
も
否
定

で
き
な
く
な
る
か
ら
で
す
。
爆
音
で
日
常
生

活
が
寸
断
さ
れ
精
神
と
身
体
に
大
き
な
損
傷

を
負
う
こ
と
に
な
る
可
能
性
が
大
き
く
な
り

ま
す
。
更
に
は
墜
落
の
危
険
が
増
大
し
ま
す
。

　
集
団
的
自
衛
権
が
行
使
さ
れ
た
時
の
戦
争

は
、
ア
メ
リ
カ
が
起
こ
し
た
戦
争
に
代
表
さ

れ
、
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
・
湾
岸
戦
争
・
ア
フ
ガ

ニ
ス
タ
ン
戦
争
・
イ
ラ
ク
戦
争
と
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
日
本
が
侵
略
さ
れ
な
い

の
に
、
そ
の
よ
う
な
戦
争
に
巻
き
込
ま
れ
る

可
能
性
が
著
し
く
高
く
な
り
ま
す
。
絶
対
に

許
し
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　
厚
木
爆
同
は
神
奈
川
及
び
全
国
の
平
和
団

体
と
一
層
連
帯
を
深
め
、
団
結
を
強
め
、
組

織
を
強
化
拡
大
し
て
存
在
感
を
増
し
、
爆
同

の
要
求
を
実
現
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

　
例
年
は
梅
雨
入
り
し
て
い
る
沖
縄
で
あ
る

が
、
３
日
間
と
も
強
い
日
射
し
の
中
で
お
こ

な
わ
れ
た
。

　
５
月
14
日
（
木
）、
第
四
次
厚
木
爆
音
訴

訟
結
審
お
よ
び
報
告
集
会
後
、
四
次
訴
訟
団

の
高
久
保
氏
と
沖
縄
・
那
覇
空
港
へ
向
か
う
。

　
５
月
15
日
（
金
）、
瀬
嵩
の
浜
で
の
平
和

行
進
出
発
式
の
会
場
か
ら
、
大
浦
湾
岸
を

通
っ
て
キ
ャ
ン
プ
・
シ
ュ
ワ
ブ
へ
向
か
う
。

昼
食
後
、
ゲ
ー
ト
前
で
「
埋
め
立
て
阻
止
！

座
り
込
み
行
動
」
に
参
加
。

　
５
月
16
日
（
土
）、 

宜
野
湾
市
役
所
か
ら
平

和
行
進
は
出
発
。
神
奈
川
の
仲
間
は
北
ウ
イ

ン
グ
で
普
天
間
基
地
を
取
り
囲
む
よ
う
に
宜

野
湾
市
海
浜
公
園
屋
外
劇
場
ま
で
行
進
。「
集

約
集
会
」
に
は
２
千
６
百
人
が
参
加
。
そ
の

後
、
神
奈
川
平
和
運
動
セ
ン
タ
ー
は
、
独
自

行
動
と
し
世
界
一
危
険
な
普
天
間
基
地
が
一

望
で
き
る
嘉
数
台
公
園
で
、
次
に
米
軍
の
ア

ジ
ア
・
太
平
洋
で
最
大
の
嘉
手
納
基
地
が
見

え
る
「
道
の
駅
」
屋
上
か
ら
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー

ク
を
お
こ
な
う
。

　
５
月
17
日
（
日
）、「
辺
野
古
へ
の
新
基
地

建
設
に
反
対
す
る
県
民
大
会
」
に
参
加
。「
辺

野
古
Ｎ
Ｏ
」「
屈
し
な
い
」
の
プ
ラ
カ
ー
ド

を
掲
げ
、
沖
縄
セ
ル
ラ
ー
ス
タ
ジ
ア
ム
は
外

野
席
も
含
め
て
満
席
状
態
。
翁
長
雄
志
知
事

の
挨
拶
は
感
動
的
で
、
ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ
オ

ベ
ー
シ
ョ
ン
（
全
員
総
立
ち
）
で
賛
意
を
送
っ

た
。
３
万
５
千
人
が
参
加
。
終
了
後
、
那
覇

空
港
か
ら
帰
路
に
つ
く
。

　
　
　
　
　（
座
間
支
部
・
中
野
渡
　
強
志
）

　
厚
木
爆
同
第
55
回
定
期
代
議
員
総
会
を
５
月
23
日
、
大
和
市
生
涯
学

習
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
ま
し
た
。
総
会
で
は
一
年
間
の
総
括
と
活
動
方

針
を
決
定
。
安
倍
政
権
の
「
戦
争
法
案
」
に
反
対
す
る
と
と
も
に
、
第

四
次
厚
木
爆
音
訴
訟
に
勝
利
し
、
平
和
で
静
か
な
生
活
環
境
を
取
り
も

ど
す
た
め
、
ね
ば
り
強
く
闘
い
続
け
る
こ
と
を
誓
い
合
い
ま
し
た
。

　
厚
木
基
地
爆
音
防
止
期
成
同
盟
役
員

と
し
て
、
多
年
に
わ
た
り
献
身
的
に
活

動
し
厚
木
基
地
の
爆
音
被
害
解
消
と
平

和
運
動
の
強
化
発
展
に
努
め
ら
れ
、
今

総
会
を
も
っ
て
退
任
さ
れ
る
中
川
・
平

岡
・
村
田
・
石
塚
各
氏
の
功
績
を
讃
え
、

功
労
者
表
彰
規
定
に
基
づ
き
記
念
品
を

贈
呈
す
る
と
と
も
に
、
表
彰
を
行
い
ま

し
た
。
長
い
間
、
本
当
に
ご
苦
労
様
で

し
た
。

○
中
川

　敦
至

　氏
（
大
和
中
支
部
）

　
１
９
７
８
年
〜
２
０
１
４
年
（
37
年
）

○
平
岡

　幸
雄

　氏
（
海
老
名
支
部
）

　
１
９
８
６
年
〜
２
０
１
４
年
（
29
年
）

○
村
田

　信
之

　氏
（
大
和
中
支
部
）

　
１
９
８
６
年
〜
２
０
１
４
年
（
29
年
）

○
石
塚

　長
作

　氏
（
大
和
中
支
部
）

　
１
９
９
３
年
〜
２
０
１
４
年
（
22
年
）

（新）

（新）

（兼務）

（兼務）

（新）

（新）

《2015～2016 年度》

第四次厚木爆音訴訟
原告団団長

第四次厚木爆音訴訟
原告団事務局長

役　職

委員長

副委員長

〃

書記長

書記次長

〃

〃

総務部長

組織部長

情宣部長

調査部長

会計（一般）

会計（特別）

特別執行委員

〃

会計監査

〃

顧問

〃

〃

   氏　　名

大 波 修 二

高 久 　 　 保

藤 原 康 夫

荻 窪 幸 一

石郷岡　忠男

矢 澤 洋 二

小 林 正 幸

荻 窪 幸 一

矢 澤 洋 二

斉 藤 昌 民

谷 沢 和 夫

小 野 抗 夫

小 野 清 輝

藤 田 栄 治

相 澤 義 昭

山 口 繁 美

川 村 政 枝

浜 崎 重 信

真 屋 　 求

新 倉 市 造

所属支部

大和北2支部

座間支部

大和北2支部

大和北1支部

綾瀬支部

大和南1支部

大和北1支部

海老名支部

町田支部

大和北1支部

大和北2支部

大和北2支部

綾瀬支部

大和北1支部

大和中支部

綾瀬支部

爆
音
訴
訟
勝
利
を
誓
う
総
会

爆
音
訴
訟
勝
利
を
誓
う
総
会

〝
安
倍
政
権
の
戦
争
法
案
に
反
対
〞

〝
安
倍
政
権
の
戦
争
法
案
に
反
対
〞

―

組
織
の
高
齢
化
も
課
題
に―

―

組
織
の
高
齢
化
も
課
題
に―

沖
縄
は
暑
く
県
民
の
心
も
熱
か
っ
た

＝
激
し
さ
増
す
爆
音
被
害
＝

＝
組
織
と
活
動
の
活
性
化
＝

― 爆 同 功 労 者 表 彰 ―

功
労
者
表
彰
受
賞
者

　
こ
の
原
稿
を
下
書
き
し
て
い
る
こ
の
日

も
、
朝
か
ら
も
の
す
ご
い
爆
音
を
た
て
、

二
機
、
三
機
と
上
空
を
飛
び
去
っ
て
行
く
。

空
を
飛
ぶ
物
体
は
爆
音
だ
け
で
な
い
さ
ま

ざ
ま
な
危
険
性
を
秘
め
て
い
る
。
今
も
ハ

ワ
イ
で
オ
ス
プ
レ
イ
が
着
陸
に
失
敗
し
て
、

死
亡
者
発
生
が
テ
レ
ビ
に
放
映
さ
れ
た
が
、

横
田
基
地
に
は
配
備
が
実
施
さ
れ
そ
う
だ
。

　
安
倍
総
理
は
集
団
的
自
衛
権
に
し
て
も
基

地
問
題
で
も
、「
絶
対
に
心
配
は
な
い
」
と

い
う
が
、
絶
対
と
い
う
こ
と
が
わ
か
っ
て
い

る
の
か
。
一
寸
先
は
何
が
起
き
る
か
わ
か
ら

な
い
の
が
世
の
常
で
あ
る
言
葉
の
知
見
を
広

め
て
も
ら
い
た
い
も
の
だ
。
こ
の
よ
う
な
無

謀
な
計
画
を
許
さ
な
い
た
め
に
も
我
々
の
行

く
道
を
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
民
が
喜
ば
ぬ
国
政
は
滅
び
る
の
格
言
を
も

と
に
、
新
会
員
拡
大
と
無
関
心
者
に
目
を

向
け
て
も
ら
う
運
動
が
必
要
だ
。
そ
れ
に

は
本
部
役
員
、
地
区
リ
ー
ダ
ー
役
員
の
責

務
は
大
き
い
。
リ
ー
ダ
ー
は
全
て
に
優
れ

て
い
れ
ば
申
し
分
な
い
が
、
そ
れ
は
む
ず

か
し
い
。
一
番
大
切
な
こ
と
は
、
だ
れ
に

も
負
け
な
い
熱
意
で
は
な
い
か
。
リ
ー

ダ
ー
に
そ
の
情
熱
さ
え
あ
れ
ば
、
会
員
達

は
そ
の
熱
意
に
共
鳴
し
て
知
恵
あ
る
者
は

知
恵
を
、
知
識
あ
る
者
は
知
識
を
、
才
覚

あ
る
者
は
才
覚
を
発
揮
し
目
的
達
成
に
惜

し
み
な
い
力
を
出
し
て
く
れ
る
で
あ
ろ

う
。

支
部
か
ら

こ
ん
に
ち
は
！

支
部
か
ら

こ
ん
に
ち
は
！

大
和
南
２
支
部
上
杉 

和
夫

「
行
く
道
」を
定
め
る

「
行
く
道
」を
定
め
る

長年の献身的な活動を讃え長年の献身的な活動を讃え

厚木爆同本部役員厚木爆同本部役員

―
５
・
1
5
沖
縄
平
和
行
進
報
告
―

基
地
強
化
に
つ
な
が
る「
戦
争
法
案
」

厚
木
爆
同
委
員
長
　
大
波
　
修
二

厚
木
爆
同
委
員
長
　
大
波
　
修
二

委
員
長
挨
拶
要
旨

戦争法案反対を訴える大波委員長

35,000 人が結集した「辺野古ＮＯ！」県民集会

新たな活動方針を決定し、さらなる団結を誓い合った第 55回総会

（写真左から）功労者表彰を受賞した中川氏、平岡氏、村田氏、石塚氏


